
男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル評価基準

男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザルに係る評価基準を次の通り定める。

１．評価は、男鹿みなと市民病院給食業務委託プロポーザル選定委員会（以下「選定

委員会」という。）にて行う。審査方法は、企画提案書等の書類、プレゼンテーシ

ョン、試食会について、別表の評価基準に基づき評価を行う。

２．選定委員会の各委員が行う審査は、別表の評価基準の各項目の評価内容を参考と

しながら、下記【５段階評価】にて評価を行い、項目毎に係数（倍率）を乗じて点

数化し、合計１００点満点で評価する。

【５段階評価】

３．審査委員１名当たり１００点満点、各審査委員の採点の合計点が最も高い者を受

託候補者とする。なお、各審査委員の採点の合計点が、審査委員１名当たり１００

点満点に審査委員の人数を乗じた点数の６割を最低基準点とし、それ以上の点数を

得た提案者の中から受託候補者を選定する。

４．合計点数が同点となった場合は、次の方法により順位を決定する。

（１）最も高い採点とした委員数が多い提案者を受託候補者とする。

（２）（１）も同点の場合は、提案額の金額が低い者を受託候補者とする。

５．最低基準点以上の者がいなかった場合は、受託候補者の選定は行わない。

評価の目安 評価 点数化の方法

優れている Ｓ 配点×１．０

やや優れている Ａ 配点×０．８

標準的である Ｂ 配点×０．６

やや劣っている Ｃ 配点×０．４

劣っている Ｄ 配点×０．２



別表 評価基準

評価項目 評価内容 配点

１ 業務運営方針

□基本方針について

・男鹿みなと市民病院の役割を理解し、提供資料等

で示された内容から当院の特徴をとらえ、病院運営

に適切に寄与できる内容である。

10 10

２ 業務運営体制

□人材確保について

・業務実施に必要な人員について確保ができるか。

また受託開始に向けてのスケジュールが明確か。

5

15

□現場管理体制について

・現場を含む事業者内の連絡体制、バックアップ体

制、指示命令系統は明確となっているか。

・従事者の職種、職責ごとの能力・技術を高める教

育、研修が継続的に行われるか。

5

□省力化

・クックチル、クックフリーズ、真空調理等新調理

システムの導入など、人手不足の現状や将来を見据

えた省力化の視点があるか。

5

３
食事提供につい

て

□安全及び衛生管理体制

・安全な食事提供をする体制となっているか。（大

量調理施設衛生管理マニュアル、ＨＡＣＣＰなどに

沿った適切なマニュアルの整備などがあるか）

5

15
□食材調達について

・安全な材料・食品を安定して供給できる体制か。

・適切な在庫管理を行う取組がある。（食品ロスの

軽減、安価な仕入れなど）

・地産地消、仕入れの際の市内業者使用の視点があ

るか。

10

４ 献立について

□治療食への理解

・治療食(減塩、脂質制限、カロリー制限など）の

提供ができるか。または常食からの展開が可能か。

10

15

□患者の満足度の向上について

・季節に応じた食事や行事食の提供が可能か。
5

５
非常時の体制に

ついて

□食中毒等の対応

・食中毒発生時及び防止について対応マニュアル等

が整備されており、連絡、支援体制、対応手順が明

確である。

・何らかの理由により業務の継続が困難となった場

合、代行保証はあるか。独自に給食の提供が継続で

きる体制はあるか。

5 5



６
災害時の体制に

ついて

□災害対応

・災害発生時について対応マニュアル等が整備され

ている。

5

10

□災害時の体制

・災害発生時の食事の備蓄体制。調達の体制。
5

７ 自由提案

□提案の特徴

・他の提案事業者と比較して、特徴（優位性、独自

性、独創性等）がある。

※料理自体の特徴の場合、試食会と合わせての提

案も可。

10 10

８ 試食会
□試食会

・試食料理の味、彩り、盛り付け、分量等総合判断
10 10

９ 経済性の評価

次の算式に基づいて算出する。

配点（10 点）×最低提案額÷当該提案額

※小数点以下切捨

10 10

計 100


